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学

　

　

報

0
6
月
2
4
日
　
第
2
 
0
回
国
語
国
文
学
会
評
議
員

会

人

　

　

事

(
昭
和
5
 
2
年
9
月
～
昭
和
5
 
3
年
8
月
)

行

　

　

事

昭
和
5
 
2
年

0
9
月
1
日

0
1
 
0
月
8
日

0
1
 
0
月
9
日

『
会
報
2
 
1
』
発
行

『
樟
蔭
国
文
学
』
第
1
 
5
号
発
行

第
1
 
7
回
国
語
国
文
学
会
総
会

研
究
発
表
　
｢
母
音
と
母
音
で
構
成
さ
れ
る

単
語
の
持
続
時
間
に
つ
い
て
｣
中
村
文
香

･
｢
デ
カ
(
垢
)
､
ア
盲
(
赤
)
､
ア
＼
カ
(
赤
)

の
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
る
持
続
時
間
の
変

化
｣
永
田
直
子
･
｢
速
度
に
よ
る
一
拍
語
'

二
拍
語
の
持
続
時
間
の
変
化
｣
乾
野
睦
子

･
｢
狭
衣
物
語
研
究
-
愛
と
宿
世
に
つ
い

て
｣
大
谷
良
子
(
昭
和
5
0
年
度
卒
業
生
)

･
｢
<
落
ち
ず
>
∧
去
ら
ず
>
の
成
句
に

っ
い
て
｣
北
村
英
子
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

講
演
　
｢
読
書
戦
術
論
｣
谷
沢
永
一
氏
(
開

西
大
学
教
授
)

懇
親
会
お
よ
び
久
保
重
先
生
古
稀
記
念
会

(
同
窓
会
館
)

昭
和
5
3
年

0
1
月
2
 
1
日
　
卒
業
論
文
発
表
会
お
よ
び
卒
業

論
文
　
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

0
3
月
2
 
0
日
　
昭
和
5
2
年
度
卒
業
式
｡
其
原
明

美
は
か
1
二
八
名
卒
業
.

〇
3
月
2
2
日
　
大
阪
ロ
イ
ヤ
ル
･
ホ
テ
ル
に
て

卒
業
パ
ー
テ
ィ

0
4
月
1
 
2
日
　
昭
和
5
3
年
度
入
学
式

0
5
月
4
日
　
文
学
散
歩
-
山
辺
の
遺

0
5
月
1
 
2
･
1
 
3
日
　
新
入
生
学
外
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
(
大
阪
府
立
羽
衣
青
少
年
セ
ン
タ

ー
)
新
入
生
二
七
名
参
加

0
5
月
1
 
5
日
　
葵
祭
見
学

教

　

授

　

　

鈴

木

一

男

研
究
室
員
　
阪
田
　
純
代

助
　
手
　
　
檀
原
み
す
ず

光
谷
冨
美
子

消

　

息

昭
和
5
 
2
年
9
月
2
 
9
日
　
逝
去
　
西
畑

博
之

昭
和
五
十
三
年
度
国
文
学
科
講
義
題
目

国
語
学
概
論

国
語
史
･
国
語
学
史
要
説

国
語
法
概
論

国
語
表
現
論

国
文
学
入
門
A

国
文
学
入
門
B

国
文
学
概
論

国
文
学
史
概
説
Ⅰ

国
文
学
史
概
説
Ⅱ

国
文
講
読

古
事
記
下
巻

鈴
木
　
l
男

鈴
木
　
1
男

泉
　
　
基
博

杉
藤
美
代
子

木
村
三
四
吾

杉
藤
美
代
子

嘉
部
　
嘉
隆

原
田
　
芳
起

嘉
部
　
嘉
隆

藤
森
　
貿
1
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万
葉
集

堤
中
納
言
物
語

枕
冊
子

源
氏
物
語
-
浮
舟

平
家
物
語
Ⅱ

お
伽
草
子

好
色
1
代
男

浄
瑠
璃

昔
語
質
屋
庫

良
寛
歌
集

樋
口
一
葉

国
語
国
文
学
研
究

唐
大
和
上
東
征
伝

古
代
和
歌
Ⅰ

古
代
和
歌
Ⅱ

物
語
と
文
学
思
潮

宇
治
拾
遺
物
語

太
平
記
論

能
狂
言

俳
語
史
l

近
世
演
劇
論

石
川
啄
木

歴
史
小
説

安
田
　
純
生

久

保

　

　

重

北
村
　
英
子

谷
口
　
典
子

谷
垣
伊
太
雄

山
根
　
貿
吉

木
村
三
四
吾

横

山

　

　

正

小
林
　
祥
浩

長
谷
　
完
治

山
根
　
賢
吉

藤
森
　
賢
一

安
田
　
純
生

安
田
　
純
生

原
田
　
芳
起

山
本
　
和
子

谷
垣
伊
太
雄

木

村

　

　

要

木
村
三
四
吾

横

山

　

　

正

明

珍

　

　

昇

福

本

　

　

彰

音
声
学
研
究

基
礎
演
習
Ⅰ

源
氏
物
語
-
玉
蔓

源
氏
物
語
-
須
磨

源
氏
物
語
-
明
石

源
氏
物
語
-
浮
舟

源
氏
物
語
-
橋
姫

源
氏
物
語
-
夕
顔

源
氏
物
語
-
莱

源
氏
物
語
-
幻

演

習

　

Ⅰ

古
代
文
学
･
和
歌
文
学

中
古
の
物
語

平
安
朝
女
流
文
学
Ⅰ

平
安
朝
女
流
日
記

中
世
文
学

近
世
文
学
Ⅰ

近
世
文
学
Ⅱ

近
代
･
現
代
文
学
l

近
代
･
現
代
文
学
Ⅱ

国
語
学
Ⅰ

日
本
語
音
声
学
Ⅰ

演
習
　
Ⅱ

杉
藤
美
代
子

安
田
　
純
生

原
田
　
芳
起

久

保

　

　

重

久

保

　

　

重

谷
層
伊
太
雄

木
村
三
四
吾

木
村
三
四
吾

嘉
部
　
嘉
隆

嘉
部
　
嘉
隆

鈴

木

一

男

杉
藤
美
代
子

古
今
和
歌
集

枕
冊
子

晴
蛤
日
記

平
治
物
語

増
鏡

百
人
一
首
宗
祇
抄

恨
之
介

元
禄
歌
舞
伎

内
田
魯
庵

明
星
派
の
詩
歌

児
童
文
学
作
家
論

十
訓
抄

国
語
学
Ⅱ

音
韻
論

演
習
　
Ⅱ

万
葉
集

土
佐
日
記

徒
然
草

滑
稽
本

淑
石
の
文
学
理
論

演
習
　
Ⅳ

平
安
朝
女
流
文
学
Ⅱ

日
本
語
音
声
学
Ⅱ

安
田
　
純
生

北
村
　
英
子

谷
口
　
典
子

谷
垣
伊
太
雄

谷
垣
伊
太
堆

長
谷
　
完
治

木
村
三
四
吾

大
橋
　
正
叔

嘉
部
　
嘉
隆

山
根
　
貿
吉

畠
山
　
兆
子

泉
　
　
基
博

鈴
木
　
1
男

杉
藤
美
代
子

安
田
　
純
生

久

保

　

　

重

谷
垣
伊
太
雄

大
橋
　
正
叔

嘉
部
　
嘉
隆

久

保

　

　

重

杉
藤
美
代
子
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話
し
こ
と
ば

漢
文
学
･
漠
文
学
史

東
洋
思
想
史

児
童
文
学

書
道

有
職
故
実

国
語
科
教
育
法

山
上
-
チ
子

日
原
　
利
国

日
原
　
利
国

畠
山
　
兆
子

須

崎

　

　

豊

大
石
　
良
材

鈴

木

一

男

受

　

贈

　

図

　

書
(
昭
和
5
2
･
1
月
～
5
2
･
1
 
2
月
)

国
語
国
文
学
報
3
 
0
･
3
 
1
集
　
愛
知
教
育
大
学

跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
誉
号

青
山
語
文
7
号
　
青
山
学
院
大
学

緑
岡
詞
林
3
号
　
青
山
学
院

国
文
学
1
 
5
･
1
6
号
　
愛
知
大
学

跡
見
学
園
短
期
大
学
紀
要
1
 
3
号

日
本
文
学
研
究
誓
号
　
梅
光
女
学
院
短
期
大
学

文
芸
論
叢
1
 
3
号
　
文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部

別
府
大
学
国
語
国
文
学
1
 
8
号

仏
教
大
学
研
究
紀
要
6
 
1
号

梅
花
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
S
n
万

人
文
学
論
集
1
 
0
号
　
仏
教
大
学
図
書
館

紀
要
3
9
号
　
中
央
大
学
文
学
部

同
朋
国
文
1
 
0
号
　
同
朋
大
学
国
文
学
全

日
本
文
学
研
究
哲
号
　
大
東
文
化
大
学

同
志
社
国
文
学
1
 
2
号

人
文
学
1
 
-
9
･
用
号
　
同
志
社
大
学

文
化
学
年
報
誉
号
　
同
志
社
大
学

愛
媛
国
文
と
教
育
8
号
　
愛
媛
大
学

藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
2
 
0
･
2
 
1
･
N
 
e
q
n
号

文
献
ジ
ャ
ー
ナ
ル
3
号
　
富
士
短
期
大
学

香
椎
漬
誉
号
　
福
岡
女
子
大
学

文
芸
と
思
想
雲
ち
　
福
岡
女
子
大
学

国
語
国
文
学
会
誌
誉
号
　
学
習
院
大
学

国
語
国
文
学
論
集
6
号
　
学
習
院
女
子
短
大

義
仲
寺
1
 
-
0
-
1
 
-
0
号
　
義
仲
寺
史
蹟
保
存
会

平
安
朝
文
学
研
究
3
巻
8
号

国
語
国
文
学
誌
6
号
　
広
島
女
学
院
大
学

国
許
国
文
研
究
5
6
-
警
号
　
北
海
道
大
学

学
園
論
集
1
 
3
-
1
 
5
･
誉
号
　
北
海
学
園
大
学

国
文
学
致
7
2
-
7
5
号
　
広
島
大
学

研
究
紀
要
1
-
3
号
　
大
阪
城
南
女
子
短
期
大

実
践
国
文
学
H
･
誓
号
　
実
践
国
文
学
会

上
智
大
学
国
文
学
論
集
1
 
0
号

文
学
論
輯
2
4
号
　
九
州
大
学
教
養
部

国
文
学
研
究
資
料
墓
紀
要
3
号

高
知
大
国
文
7
号

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告

2
 
5
巻
7
号
･
2
6
巻
2
-
4
号

国
語
国
文
3
号
　
高
野
山
大
学

甲
南
国
文
2
4
号

甲
南
大
学
紀
要
文
学
編
2
4
･
2
6
号

国
文
学
5
3
･
5
4
号
　
関
西
大
学

語
学
･
文
学
研
究
7
号
　
金
沢
大
学

日
本
文
芸
学
1
 
2
号
　
関
西
学
院
大
学

文
学
研
究
科
論
集
4
号
　
国
学
院
大
学

国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
8
号
　
神
戸
大
学

野
州
国
文
学
1
 
8
･
哲
号
　
国
学
院
栃
木
短
大

金
城
国
文
5
3
号

国
語
国
文
学
研
究
.
1
 
2
号
　
熊
本
大
学

国
語
研
究
曾
号
　
国
学
院
大
学

語
文
研
究
4
2
･
4
3
号
　
九
州
大
学

国
学
院
雑
誌
7
8
巻
1
-
1
 
0
号

国
学
院
大
学
紀
要
1
 
5
号

駒
沢
国
文
1
4
･
1
5
号

神
戸
山
手
女
子
短
期
大
学
紀
要
　
相
号

国
立
国
語
研
究
所
年
報
2
8
号

女
子
大
国
文
聖
号
　
京
都
女
子
大
学

文
芸
研
究
3
6
･
暫
号
　
明
治
文
学
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日
本
文
学
1
 
2
号
　
宮
城
学
院
女
子
大
学

武
庫
川
国
文
1
 
1
･
1
2
号

国
文
目
白
1
 
6
号
　
日
本
女
子
大
学

語
文
4
2
･
4
3
号
　
日
本
大
学

国
語
国
文
学
4
0
･
4
 
1
号
　
名
古
屋
大
学

並
木
の
里
1
 
3
･
1
 
4
号
　
金
子
正
真

大
妻
国
文
8
号

国
文
論
稿
5
号
　
岡
山
大
学

語
文
3
3
号
　
大
阪
大
学

大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
　
9
号

帯
広
大
谷
短
期
大
学
紀
要
1
 
4
号

大
谷
女
子
大
学
紀
要
7
号

女
子
大
文
学
2
8
号
　
大
阪
女
子
大
学

学
大
国
文
2
 
0
号
　
大
阪
教
育
大
学

国
語
と
教
育
7
号
　
大
阪
教
育
大
学

国
語
教
育
学
研
究
誌
2
号
　
大
阪
教
育
大
学

国
文
4
6
-
4
8
号
　
お
茶
の
水
女
子
大
学

立
命
館
文
学
3
-
3
-
3
-
0

立
教
大
学
日
本
文
学
3
7
･
3
8
号

論
究
日
本
文
学
4
0
号
　
立
命
館
大
学

琉
球
大
学
･
法
文
学
部
紀
要
2
 
1
号

国
文
白
百
合
8
号

学
苑
捕
～
4
 
-
 
6
　
昭
和
女
子
大
学

成
瑛
国
文
1
0
号

成
践
大
学
文
学
部
紀
要
1
 
2
号

静
岡
女
子
大
学
国
文
学
研
究
1
 
0
号

滋
賀
大
国
文
1
 
4
号

埴
生
野
国
文
7
号
　
四
天
王
寺
女
子
大
学

成
城
文
芸
7
9
-
8
2
号

成
城
国
文
学
論
集
9
号

島
大
国
文
6
号

親
和
国
文
1
 
1
号

専
修
国
文
2
0
･
2
 
1
号

樟
蔭
紀
要
1
号
　
樟
蔭
高
校
･
中
学
棟

研
究
年
報
2
4
号
　
大
阪
帝
塚
山
学
院

青
須
我
波
良
1
 
4
号
　
帝
塚
山
短
期
大
学

学
芸
国
語
国
文
学
1
 
3
号
　
東
京
学
芸
大
学

東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
4
7
･
4
8
号

中
世
文
学
論
叢
2
号
　
東
京
学
芸
大
学

短
期
大
学
紀
要
8
号
　
東
洋
大
学
短
期
大
学

山
の
辺
の
道
2
 
1
号
　
天
理
大
学

国
文
橘
4
号
　
京
都
橘
女
子
大
学

文
学
論
藻
5
 
1
号
　
東
洋
大
学

人
文
学
報
侶
号
　
東
京
都
立
大
学

国
文
学
論
考
1
 
3
号
　
都
留
文
科
大
学

東
海
学
園
国
語
国
文
1
 
1
･
1
 
2
号

国
文
鶴
見
1
 
2
号
　
鶴
見
女
子
大
学

鶴
見
大
学
紀
要
1
 
4
号

日
本
文
学
研
究
8
号
　
帝
塚
山
学
院
大
学

国
語
学
研
究
1
 
6
号
　
東
北
大
学

苫
小
枚
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
1
 
2
号

文
学
科
紀
要
4
号
　
富
山
大
学

学
術
研
究
2
 
5
号
　
早
稲
田
大
学

国
文
学
研
究
6
 
1
-
6
 
3
号
　
早
稲
田
大
学

日
本
文
芸
論
集
4
号
　
山
梨
英
和
短
期
大
学
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編

　

集

　

後

　

記

西
畑
博
之
教
授
が
逝
去
さ
れ
て
､
早
-
も
一
年
が
過
ぎ
去
っ
た
｡
我
々
に
と

っ
て
ほ
,
教
授
の
御
急
逝
は
今
だ
忙
信
じ
ら
れ
ぬ
思
い
で
あ
る
｡
あ
た
ら
春
秋

監
卓
む
身
を
と
哀
惜
の
念
に
堪
え
な
い
｡

教
授
は
寡
黙
の
人
で
あ
っ
た
が
'
歌
人
と
し
て
は
冒
珠
』
同
人
と
し
て
活

躍
さ
れ
,
『
風
速
計
』
『
流
頓
』
『
双
魚
宮
』
の
三
歌
集
に
よ
り
､
す
ぐ
れ
た

才
能
を
世
に
示
さ
れ
た
｡
一
方
'
学
者
と
し
て
も
堅
実
で
す
ぐ
れ
た
研
究
を
次

々
と
発
表
さ
れ
'
学
界
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
る
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
.

い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が
そ
の
本
領
発
揮
と
い
う
折
の
御
急
逝
だ
け
に
惜
し
み
て

も
あ
ま
り
あ
る
こ
と
で
あ
る
｡
こ
こ
に
追
慕
の
念
を
,
)
め
て
本
号
を
西
畑
教
授

追
悼
号
と
L
t
御
霊
前
に
供
え
る
と
と
も
に
'
教
授
の
御
遺
稿
を
以
て
巻
頭
を

飾
っ
た
｡
な
お
､
そ
の
御
人
柄
を
敬
愛
す
る
追
悼
文
は
'
別
途
『
大
阪
樟
蔭
女

子
大
学
国
語
国
文
学
会
会
報
』
第
2
2
号
に
特
集
し
た
｡
教
授
の
御
冥
福
を
お
祈

り
し
'
御
寄
稿
い
た
だ
い
た
諸
氏
に
は
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
｡

(
谷
垣
･
嘉
部
)

樟
蔭
国
文
学
　
第
十
六
号

昭
和
五
十
三
年
九
月
二
十
九
日
発
行

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学

編
集
者
　
国
語
国
文
学
会

(
代
表
者
　
嘉
部
嘉
隆
)

大
阪
市
天
王
寺
区
上
本
町
七
丁
目

印
刷
所
　
㈱
明
新
社
大
阪
店

電
缶
0
6
(
七
七
1
)
4
5
0
1

東
大
阪
市
蒙
屋
四
丁
目
二
番
三
ハ
号

発
行
所

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
内

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学

国
語
国
　
文
　
学
　
会

電
爵
0
 
6
(
七
二
三
)
　
8
1
8
1
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